
大
阪
。
大
坂
城
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
一　
大
阪
市
中
央
区
北
浜
東
二
丁
目
、
二

中
央
区
釣
鐘
町

一
丁
日
、
三

中
央
区
大
手
前

一
丁
目
、
四

北
区
西
天
満

二
丁
目

２
　
調
査
期
間
　
　
一　
一
九
九
〇
年

（平
２
）
四
月
ぞ
五
月
、
二
　
一
九
九
〇

年
七
月
ｉ

一
一
月
、
三
　
一
九
九
〇
年
八
月
ぞ

一
一
月
、

四

一
九
九
〇
年
九
月
ｉ

一
一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
働
大
阪
市
文
化
財
協
会

４
　
調
査
担
当
者
　
一　
松
尾
信
裕
、
二

伊
藤
　
純
、
三

黒
田
慶

一
、
四

中

村
博
司

５
　
遺
跡
の
種
類
　
城
郭
跡

・
城
下
町
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
桃
山
時
代
ｉ
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

一
九
九
〇
年
度
の
調
査
で
木
簡
が
出
土
し
た
調
査
は
五
件
で
あ
る
。
こ
の
内
、

一
件
に
つ
い
て
は
未
整
理
の
た
め
、
残
り
四
件
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

一　
豊
臣
氏
大
坂
奴
跡

（ｏ
ｓ
九
〇
十
二
〇
次
調
査
）

こ
の
調
査
地
は
、　
豊
臣
期
大
坂
城
の
北
端
を
東
西
に
横
切
る
京
衝
道

（現
土

佐
堀
通
り
）
に
面
し
て
い
る
。
Ｏ
Ｓ
八
八
十

一
一
三
次
調
査
地

（『木
簡
研
究
』
一

二
に
大
坂
城
跡
③
調
査
地
八
と
し
て
報
告
）
の
東
二
〇
ｍ
に
あ
た
り
、
そ
の
調
査
地

と
同
様
、
今
回
の
調
査
地
も
京
街
道
に
面
し
た
町
屋
と
推
定
し
て
い
る
。
敷
地

の
背
後

（南
側
）
に
は
比
高

一
〇
ｍ
余
り
の
崖
が
そ
び
え
、　
石
遁
で
覆
わ
れ
て

い
る
。

検
出
し
た
遺
構
面
は
二
面
あ
り
、
上
位
面
に
は
、
敷
地
の
奥
で
そ
の
背
後
に

あ

っ
た
で
あ
ろ
う
石
垣
の
転
石
が
散
在
し
て
い
た
。
上
位
面
の
時
期
は
豊
臣
後

湖
〕
鵡
訴

(大阪東北部二万五千分の一)
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期

（お
ょ
そ
一
五
九
九
！
一
六
一
五
年
の
間
）
と
推
定
し
て
い
る
。

下
位
面
に
は
、　
京
街
道
に
面
す
る
方
に
南
北
棟
礎
石
建
物
、　
そ
の
奥
に
上

蔵
９
じ
が
あ
り
、
他
に
地
下
式
穴
蔵

・
溝
な
ど
を
検
出
し
た
。
こ
れ
ら
の
遺
構

に
伴
う
遺
物
に
は
、　
国
産
の
瀬
戸

・
美
濃
の
他
、

中
国
製
の
白
磁
や
染
付
皿

・
朝
鮮
李
朝
期
の
重

・
ベ
ト
ナ
ム
製
の
白
磁
皿
な
ど
が
あ
る
。
総
じ
て
豊
臣
前

期
（お
ょ
そ

一
五
八
三
ぞ
九
八
年
の
間
）
に
属
す
る
と
考
え
ら
れ
る
陶
磁
器
群
で
あ

立Ｏ
。一

一　
徳
川
氏
大
坂
城
下
町
跡

（ｏ
ｓ
九
〇
十
五
〇
次
調
査
）

南
か
ら
北
に
延
び
る
上
町
台
地
上
の
北
端
の
高
所
に
調
査
地
は
位
置
し
て
い

る
。
直
前
ま
で
あ

っ
た
建
物
の
基
礎
に
よ
る
攪
乱
が
多
く
、
し
か
も
、
台
地
上

の
た
め
か
な
り
削
平
さ
れ
て
お
り
、
近
世
の
遺
構
は
ゴ
ミ
穴

一
基
と
柵
列
の
み

で
あ
る
。
多
く
は
古
代
の
遺
構
で
、
七
世
紀
後
半
の
建
物
と
井
戸
、
八
世
紀
後

半
か
ら
末
頃
の
七
棟
の
建
物
と
井
戸
、
こ
れ
ら
を
区
画
す
る
よ
う
な
東
西
方
向

の
溝
、
九
世
紀
頃
の
建
物
な
ど
が
検
出
さ
れ
た
。

遺
物
と
し
て
は
、

八
世
紀
後
半
か
ら
末
頃
に
使
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
井
戸

（厳
密
に
は
九
世
紀
の
初
頭
に
埋
め
ら
れ
て
い
る
）
か
ら
、
「厨
」
「浄
」
「
万
女
器
」

と
墨
書
さ
れ
た
土
師
器
の
杯
や
、
馬
形
と
思
わ
れ
る
形
代
が
出
土
し
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
井
戸
や
周
辺
の
遺
構
か
ら
連
華
文
軒
丸
瓦
や
重
圏
文
軒
平

。
軒
丸

瓦
、
拒
鵠
瑶
尾
な
ど
が
出
土
し
て
お
り
、
近
辺
に
寺
院
や
官
行
の
中
心
と
な
る

よ
う
な
建
物
が
あ

っ
た
と
推
定
で
き
る
。

木
簡
は
、
江
戸
時
代
の
ゴ
ミ
穴
か
ら
六
点
出
上
し
た
。
こ
の
ゴ
ミ
穴
は
、
出

上
し
た
伊
万
里
焼
か
ら

一
八
世
紀
に
埋
め
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
先
に
述
べ

た
よ
う
に
、
遺
構
面
が
削
平
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
の
ゴ
ミ
穴
が
ど
の
よ
う
な

性
格
の
施
設
に
伴

っ
て
い
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
な
お
、
同
じ
遺
構
か
ら
、

表
裏
に
沢
潟
の
絵
を
墨
描
き
し
た
木
片
も
出
上
し
て
い
る

（右
図
）。

〓
一　
豊
臣
氏
大
坂
城
跡

（ｏ
ｓ
九
〇
―
五
八
次
調
査
）

調
査
地
は
も
と
、
淀
川

（現
、
大
川
）
と
大
和
川

（現
、
第
二
寝
屋
川
）
の
合
流

点
南
岸
に
位
置
し
、
昭
和
初
期
の
区
画
整
理
事
業
に
伴
う
河
川
改
修
で
徳
川
氏

大
坂
城
外
郭
石
垣

（江
戸
時
代
初
期
の
元
和
六
年

〔
一
六
二
〇
〕
頃
築
か
れ
て
以
来
使

わ
れ
て
い
た
）
が
埋
め
ら
れ
る
ま
で
は
、
川
に
臨
ん
だ
地
で
あ

っ
た
。

こ
の
石
垣
の
面
か
ら

一
五
ｍ
南
に
、
豊
臣
時
代
の
上
嚢
積
み
の
岸
壁
が
あ
り
、

文
禄
三
年

（
一
五
九
四
）
の
惣
構
普
請
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
、
こ
の
江
戸
初
期

に
埋
め
ら
れ
た

一
五
ｍ
の
範
囲
も
、
豊
臣
時
代
に
は
河
川
敷
で
あ

っ
た
こ
と
が



判
明
し
た
。
木
簡
二
点
は
こ
の
河
川
敷
の
水
成
層
か
ら
、
柄
の
折
れ
た
刀
や
青

花

・
瀬
戸

・
美
濃

・
備
前
な
ど
の
陶
磁
器
と
と
も
に
出
上
し
た
。

四
　
佐
賀
藩
大
坂
蔵
屋
敷
跡
船
入
遺
構

（ｏ
ｓ
九
〇
十
七
五
次
調
査
）

江
戸
時
代
を
通
じ
て
、
大
坂
に
は
西
国
大
名
を
中
心
と
す
る
諸
藩
の
蔵
屋
敦

が
立
ち
並
ん
で
い
た
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
水
運
の
便
の
良
い
堀
や
川
沿
い
に
設

け
ら
れ
た
が
、
な
か
で
も
大
川

（旧
淀
川
）
に
臨
む

一
帯
に
は
石
垣
造
り
の
船
入

（ふ
な
い
り
）
の
施
設
を
備
え
た
大
藩
の
蔵
屋
敷
が
集
中
し
て
い
た
。
佐
賀
藩
の

蔵
屋
敷
は
、
こ
の
大
川
に
臨
む
蔵
屋
敷
の
な
か
で
も
取
り
わ
け
大
き
な
も
の
の

一
つ
で
あ
る
。

こ
の
佐
賀
藩
蔵
屋
敷
が
い
つ
頃
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
設
置
さ
れ
た
か
は
今

一
つ
明
ら
か
で
な
い
が
、
明
暦
元
年

（
三
ハ
五
五
）
の

『
大
坂
三
郷
町
絵
図
』
に

描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
見
て
、
江
戸
時
代
も
か
な
り
早
い
時
期
か
ら
存
在
し

て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
貞
享

。
享
保

・
寛
政
年
間
な
ど
に

大
き
な
改
変
を
受
け
た
が
、
貞
享
以
降
敷
地
規
模
に
は
変
化
の
な
い
ま
ま
明
治

時
代
を
迎
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
明
治
四
年
の
廃
藩
置
県
後
は
徴
役
場
、
つ
い

で
大
阪
控
訴
院
、
さ
ら
に
大
阪
高
等
裁
判
所
と
な
っ
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
佐
賀
藩
蔵
屋
敷
の
場
合
、
船
入
は
屋
敷
内
の
南
西
部
に
設
け
ら

れ
て
お
り
、
平
面
形
は
南
北
に
細
長
い
ほ
ぼ
羽
子
板
形
を
呈
し
て
い
る
。
そ
の

南
端
は
水
門
を
開
い
て
大
川
に
通
じ
、　
一
方
北
部
す
な
わ
ち
奥
は

一
段
と
幅
広

く
、
荷
揚
げ
場
が
設
け
ら
れ
て
い
て
米
穀
を
始
め
と
す
る
物
産
の
積
み
お
ろ
し

が
行
な
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
回
の
調
査
地
は
こ
の
船
入
の
南
半
部
に
相

当
す
る
が
、
発
見
さ
れ
た
石
垣
は
す
べ
て
上
半
部
が
明
治
以
降
の
工
事
で
失
わ

れ
て
い
た
。
木
簡
を
合
め
遺
物
は
、
そ
の
大
半
が
攪
乱
土
層
内
か
ら
発
見
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

一
　

〇
Ｓ
九
〇
十
二
〇
次
調
査

①
　
。
「
＜
日
――
――
日
日
一む
き
日
□

・‐―

‐十

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

。
「
＜
日
□
や
同
日
―‐
―‐
日
一　
　
一日
日
日
日
日
川
一

ょ
り
　
四
郎
左
衛
門
尉
　
参
」

ＰＯ
の
×
（中『
）
×
い
　
Φ
∞
∞

②

　

「
＜
□
□
参
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｐい賀
〕受
『
霊

五
点
の
木
簡
が
下
位
面
の
遺
構
か
ら
出
土
し
た
。
そ
の
う
ち
判
読
で
き
た
も

の
は
二
点
で
あ
る
。

ω
は
礎
石
建
物
の
南
に
あ

っ
た
溝
か
ら
出
土
し
た
。
表
に
は

「む
き
」
と
読

め
る
部
分
が
あ
る
。
こ
の
二
文
字
は
他
の
文
字
よ
り
も
大
き
く
書
か
れ
て
お
り
、

麦
の
意
で
あ
ろ
う
か
。
一異
に
は
差
出
人
と
思
わ
れ
る
人
名
が
読
め
る
。
②
と
他

の
三
点
は
土
蔵
と
推
定
さ
れ
る
建
物
内
か
ら
見
つ
か
っ
た
。
②
は
差
出
人
の
名

前
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
判
読
で
き
な
い
。
他
は
い
ず
れ
も
墨
痕
の
み
で

判
読
で
き
な
か
っ
た
。
判
読
で
き
た
木
衝
は
い
ず
れ
も
荷
札
木
簡
で
あ
っ
た
。
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Ｏ
Ｓ
九
〇
十
五
〇
次

Ｏ
Ｓ
九
〇
十
五
八
次

Ｏ
Ｓ
九
〇
十
二
〇
次

Ｏ
Ｓ
九
〇
十
七
二
次
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Ｏ
Ｓ
九
〇
十
二
〇
次
調
査

京
街
道
に
面
す
る
こ
の
調
査
地
付
近
で
は
、
他
に
も
木
簡
が
出
上
し
た
調
査

地
が
あ
る

（『木
簡
研
究
』
一
二
　
大
坂
城
跡
①
調
査
地
七
・
八
）。　
そ
れ
ら
で
出
土

し
て
い
る
木
簡
も
す
べ
て
荷
札
木
簡
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
調
査
地
付
近
の

京
街
道
沿
い
に
は
町
屋
が
軒
を
並
べ
て
い
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。
し
か
し
、

惣
構
内
の
北
西
端
の
京
街
道
沿
い
に
は
武
家
屋
敷
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
街
道

が
城
内
に
入
っ
た
所
に
は
、
城
内
の
警
護
の
た
め
か
、
武
家
屋
敷
を
配
置
し
て

い
た
可
能
性
が
あ
る
。

一
一　
〇
Ｓ
九
〇
十
五
〇
次
調
査

〔殿
参
己

①
　
。
「
日
□
衛
門
□
□
」

。
「
□
口
川
原
　
　
」

②

　

「
中

×

⑥
　
・
「
西
越
村
十
善
ど
　
」

。
「
中
村
□
二
郎
な
納
」

一諫
川
士
磨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

吉
や
う
□
　
す
か
り

一
郎

吉

　

　

み

そ

　

　

」
　

　

　

　

　

　

μ
］
契

中
支

誤

Φ
Ｈ

14)

¬   司¬

□田
尺□
□郎

'||

Ｏ
Ｓ
九
〇
十
五
八
次
調
査

ゐ
し
□

「
＜
四
郎
兵
衛
」

（
μ
〕
中
い
）
Ｘ
”
∞
×
卜
　
⇔
岸
Φ

Ｐ
騨
］
Ｘ

∞
Φ
×

∞
読

　

Φ
∞
∞

口
□
□
□
□
□
□

庄
や
□

右
衛
門
己

□
□
□
口
□

『
］
Ｘ

Ｐ
Ｎ
×

∞
　
〇
岸
μ

（
い
騨
）
×

Ｐ
Φ
×

∞
～

　

ｏ
μ
Φ

μ
∞
ヽ
い

×

〕
〕
×

∞
～

　

ｏ
μ
μ
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【も
ヵ
〕

②

　

「
＜
い
つ
□
」

四
　
〇
Ｓ
九
〇
十
七
五
次
調
査

①

　

「
土
佐
正
造
」

②

　

「
□
田定
　
吉

三
百
四
十
一　
」

①

　

「
日
川
日

」

①
を
①
の
木
筒
は
攪
乱
土
層
内
か
ら
出
上
し
た
た
め
、

Ｏ
Ｓ
九
〇
十
七
五
次
調
査

μ
Φ
Φ
×

や
卜
×

枷
　

〇
∞
∞

ω
Ｏ
×

や
『
Ｘ

Ｏ
　

Ｏ
］
ド

Φ
Φ
×

Ｎ
Ｎ
×

『
　

⇔
】
］

φ
μ
×

〕
９

¨
×

ヽ

　

Φ
］
μ

年
代
も
性
格
も
決
定

し
が
た
く
、

一
八
世
紀
中
葉
を

一
九
世
紀
後
葉
の
鑑
札
の
よ
う
な
も
の
か
と
推

定
さ
れ
る
だ
け
で
、
詳
細
は
後
考
を
倹
た
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
あ
る
。

今
回
紹
介
し
た
四
カ
所
の
木
簡
出
土
地
の
内
、　
一
ｉ
三
は
豊
臣
時
代
の
大
坂

城
内
に
相
当
す
る
。
い
ず
れ
も
大
坂
城
の
本
丸
か
ら
見
て
、
西
方
向
に
あ
た
り
、

文
禄
三
年

（
一
五
九
四
）
に
築
造
さ
れ
た
惣
構
の
一
画
を
占
め
る
場
所
で
あ
る
。

た
だ
、
出
土
木
簡
の
年
代
は
、　
一
が
豊
臣
前
期
、
二
が
江
戸
中
期
、
三
が
豊
臣

時
代
と
区
々
で
あ

っ
て
、
豊
臣
時
代
の
大
坂
城
に
関
わ
る
可
能
性
の
あ
る
も
の

は
、　
一
と
三
の
み
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
木
簡
の
性
格
に
つ
い
て
は
、　
一

の
①
②
、
二
の
①
①
が
荷
札
木
簡
か
と
推
定
で
き
る
他
は
判
然
と
し
な
い
。

一
方
、
四
は
こ
れ
ま
で
大
阪
市
域
で
は
発
掘
調
査
の
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た

江
戸
時
代
の
蔵
屋
敷
跡
で
あ
り
、
木
製
遺
物
の
出
土
も
期
待
さ
れ
た
の
で
あ
る

が
、
上
述
の
と
お
り
、
近
代
以
降
の
攪
乱
が
激
し
く
、
木
簡
も
三
点
出
上
し
た

に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

９
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年
）
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